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大和沢川の治水安全度「１／４０」と「１／２０」の

河川整備計画上の位置づけについて

１．参考資料１ ダムができるまでの流れ；

大和沢ダムの現時点の事業段階でありますが、左の絵の「実施計画調査」段階であり

。「 」 、 、 。ます 実施計画調査 とは ダム建設の可能性 妥当性を調査する段階であります

この段階をクリアした次の段階が、実際の建設工事が始まる「建設」段階という区分

になっております。

大和沢ダムは平成５年に実施計画調査ダムとして採択され現在に至っております。

２．参考資料２ 岩木川水系河川整備計画（指定区間：弘前圏域 ；）

大和沢ダムが「実施計画調査段階」であることから、河川の法定計画である「岩木川

水系河川整備計画」Ｐ４では、大和沢川について 「今後、経済性、環境への影響等、

を考慮した上で、大和沢ダムを含めた最適な整備手法について検討を進め」との表現

になっており、大和沢ダムは「検討を進めていた段階」でありました。

このため、実際工事が施工される箇所が明示される「河川整備の実施に関する事項」

Ｐ３の「河川工事の施工の場所」にも大和沢ダムは位置づけられていません。

３．大和沢ダムの「１／４０の安全度」は、平成１５年度の再評価審議委員会の中で説明

された経緯があります。

これは、再評価の審議のためには計画内容の説明が必要であったことから、平成１５

年時点での「検討を進めていた安全度」で説明されたものであります。

したがって、この安全度は流域の方々の公聴会や学識経験者等で組織される流域委員

会、関係市町村長の意見聴取、公告・縦覧等の河川法上の手続きを経た上で定められ

る河川整備計画に位置づけられた安全度ではなく、ダムの実施計画調査段階で「検討

を進めていた安全度」と言うことであります。

４．次に 「１／２０の安全度」の位置づけについてでありますが、河川の計画は、上流、

からの流量が下流の流下能力よりも大きかったり、支川からの流量が本川の流下能力

よりも大きかったりすれば、下流や本川で洪水被害が生じることから、上下流本支川

のバランスを保つ必要があります。

５．参考資料３ 岩木川水系河川整備計画（大臣管理区間 ；）

岩木川の大臣管理区間Ｐ１の整備目標ですが、五所川原地点で２，５００ｍ３／ｓ、

そのときの支川平川流量は１，１００ｍ３／ｓと定められております。
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６．参考資料２ 岩木川水系河川整備計画（指定区間：弘前圏域 ；）

県が管理する指定区間の目標は「河川整備計画の目標に関する事項」Ｐ２に示されて

いるとおり、豊平橋において１，１００ｍ３／ｓとして設定されています。

豊平橋の１，１００ｍ３／ｓは直轄が定めている平川流量と整合を図ったもので、安

全度では１／２０に相当します。そのときの支川大和沢川流量は３２０ｍ３／ｓとな

っています。

７．大和沢ダムについては、流量配分図に示されるように河川整備計画上、検討中であっ

たことから点線表示となっております。

また、流量配分図下段には「※大和沢川については、上流における洪水調節を考慮し

た流量です 」との表示がありますが、これは大和沢ダムを検討するにあたっては、。

ダムによる洪水調節後の大和沢川の流量が河川改修により実施される３２０ｍ３／ｓ

を超えないものであるとの意味であり、本川平川との上下流バランスを保持すること

が要請されています。

８ したがって、岩木川水系河川整備計画では、大和沢川の整備については、河川改修を.

「１／２０で実施する」ことと 「大和沢ダムの検討を進める」ことが定められてお、

り 「１／２０の安全度」は、大和沢川の河川改修の河川整備計画上の目標として位、

置づけられたものです。
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